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第４１回食とみどり、水を守る全国集会
開 催 案 内

集会スローガン

くらしと地域をつくる食・みどり・水
神話の国から自然の恵みに「だんだん、だんだん」

日 時 １１月２７日（金）１３：３０～２８日（土）１４：３０

場 所 島根県松江市「くにびきメッセ」─全体集会・分散会・分科会・総括集会

交 通 ＪＲ山陰本線松江駅より徒歩７分

宿 泊 玉造温泉「長生閣」「玉泉」─全体交流会

主 催 第４１回食とみどり、水を守る全国集会実行委員会

第４１回食とみどり、水を守る全国集会島根県実行委員会

第一日目

会場＝くにびきメッセ・多目的ホール《全体集会》 （１３時３０分～１５時００分）

◆オープニングアトラクション １３：３０～１３：５０

六子（ろこ）

シンガーソングライター。１９８４年松江市生まれ、在住。２０００年から松江駅前で路上ライ

ブを始め、０３年、NHKテレビ「おーい、ニッポン 島根県の歌」のオーディションで優勝。０４

年春同番組の歌「だんだん」を発売し、一躍島根県じゅうに知れ渡る曲となる。山陰を中心

に多数イベント・ライブに出演、CMなどにも多くの楽曲が使用。昨年秋からのＮＨＫ連続ド

ラマ「だんだん」にも出演。

◆全体集会 １４：００～１５：００

①あいさつ（主催者・島根県実行委員会・連帯・来賓あいさつ）

②基調報告

③運動功労者表彰

会場＝くにびきメッセ内会議室《分散会》 （１５時１５分～１７時００分）

分科会での討議に向けて、各課題の情勢と問題点の提起と質疑

第１分散会 「食の安全について」

講師＝牧下 圭貴さん（学校給食ニュース編集責任者）

１９６５年熊本県生まれ。有機農産物宅配組織勤務を経て、NGO「農と食の環境フォーラ

ム」代表。学校給食ニュース編集責任者、提携米研究会事務局長、里地ネットワーク主任

研究員。地域づくり、環境問題、農業、食糧問題に生活者の視点から取り組んでいる。著

書に『いま、日本の米に何が起きているのか』（共著、岩波ブックレット）、『学校給食ー食育

の期待と食の不安のはざまで』（岩波ブックレット）

第２分散会 「食料・農業政策について」

講師＝谷口 信和さん（東京大学教授）

１９４８年東京生まれ。土地利用型農業に注目して、多様な担い手の視点から検討。また、

都道府県・市町村・ＪＡレベルでの構造改革の実践に対する理論的な整理を行なっている。

農林行政を考える会・「農村と都市をむすぶ」編集委員。日本農業経済学会学術賞受賞。

著書に『農業構造改革の現段階 経営所得安定対策の現実性と可能性』（共著・農林統計

協会）、『ＪＡ出資農業生産法人 担い手問題への新たな挑戦』（農山漁村文化協会）
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第３分散会 「森林・水・環境問題について」

講師＝只木 良也さん（名古屋大学名誉教授・国民森林会議会長）

１９３３年京都市生まれ。農林省林業試験場勤務。信州大学、名古屋大学教授を経る。０７

年までプレック研究所顧問。研究分野は物質生産・循環、遷移、環境保全機能などの森林

生態。日本農学会賞、環境科学会功労賞、日本森林学会功労賞、日本生態学会功労賞

を受賞。著書に『森と人間の文化史』（日本放送出版協会）、『森の文化史』（講談社）、『こ

とわざの生態学』（丸善）、『森林はなぜ必要か』（小峰書店）など。

（専用バスで玉造温泉に移動）《参加者移動》

会場＝玉造温泉「長生閣」「玉泉」《全体交流・懇親会》（１９時００分～２０時３０分）

第二日目

（専用バスでくにびきメッセに移動）《参加者移動》

会場＝くにびきメッセ内会議室《分科会》 （９時３０分～１２時３０分）

第１分科会

（２つの講座の講演と質疑討論）「課題別入門講座」

①「消費者と生産者の架け橋となる地産都消の推進」

講師＝須山 一さん（ＪＡ雲南産直事業課長）

②「環境、食・農と生物多様性を考える」

講師＝天笠 啓祐さん（市民バイオテクノロジー情報室代表）

第２分科会

「食の安心・安全・安定をめぐって」

（食の安全行政、有機農業、地産地消、食・農教育、学校給食、農業体験学習の推進など）

第３分科会

「食料・農業政策をめぐって」

（農業政策と農業・農村、ＷＴＯ・ＦＴＡなどの農産物自由化の動きと今後の運動課題など）

第４分科会

「森林・水を中心とした環境問題をめぐって」

（森林と水との関係、森林整備と多面的活用、水循環、水基本法の制定、地域の課題など）

第５分科会

「フィールドワーク 低温殺菌牛乳発祥の地と食からの地域再生のとりくみを訪ねる」

（雲南市「木次乳業」および「食の杜」の見学と学習会）

（昼食休憩） （１２時３０分～１３時１０分）

会場＝くにびきメッセ・国際会議場《総括集会》 （１３時１５分～１４時３０分）

①特別報告 「食・みどり・水をどう守るのか」（仮題）

講師＝平塚 貴彦さん（島根大学名誉教授）

１９４０年名古屋市生まれ。京都大農学部卒業。島根大助教授、教授などを経て２００２年定

年退官。専門は農業経済学。島根農政研究会会長、島根県食育・食の安全推進協議会会

長、中山間地域研究センター運営協議会座長などを務める。

②集会のまとめ

③集会アピール・決議採択
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第４１回全国集会参加申し込みと参加費の送金方法について

１．申し込み

参加申し込みについては、各県・各団体ごとに別紙「参加申込書」に必要事項を記入のう

え、１０月３１日（土）までに申込書の送付と参加費の送金をお願いします。

※なお、ホテルの部屋割りは実行委で割り振りさせていただきます。

※フィールドワークの参加募集は９０名とし、定員になりしだい締め切らせていただきます。

（参加費は申し込みと同時に前納して下さい）２．参加費

●２日間参加者（資料代、バス代込み、１泊３食） １８，０００円

●日帰り参加者

・資料代 ３，０００円 ・２日目の昼食代 １，０００円

●フィールドワーク参加費（バス代等） ２，０００円

３．申込書の送付先・問い合わせ

〒６９０-０００７ 島根県松江市御手船場町５５７－７

連合島根気付 第４１回全国集会島根県実行委員会

TEL：０８０-１９４４-３７２２（事務局専用） FAX：０８５２-２３-４１０５（連合島根）

Ｅ-mail：ffw2009@castle.ocn.ne.jp（全国集会参加申し込み専用）

※整理の都合上、参加申し込みはメールでお願いします。

４．参加費等の送金先

中国労働金庫 松江支店 普通口座 ５０３２１４０番

口座名 「全農林島根県協議会 議長 永井和宏」（ナガイカズヒロ）

５．参加証等の送付について

参加申込書と参加費の確認がされた後に参加証などを送付致しますので、集会当日に忘

れずに持参し、提出して下さい。

６．キャンセル等について

申し込み後、１１月１４日（土）までにキャンセルの場合は参加費などの全額を返却します。

その後のキャンセルは参加費を返却しませんのでご注意ください。（参加者を変更することは

可能です。）

７．その他

・出雲空港、米子空港からは松江市内行きの空港連絡バスをご利用下さい。なお、空

港利用者数によっては、会場直行の臨時貸し切りバスを検討しますので、利用空港名

をお書きください。

・車での参加は、駐車場の関係がありますので、必ず事前にご連絡下さい。

・参加にあたっては、指定の宿泊所をご利用いただきますようお願いします。

・会場と宿泊場所（玉造温泉）の間は、専用バスを運行します。

・前・後泊については（株）農協観光島根支店で相談を受け付けています。

（電：０８５２－２６－２６００ 担当・永島）

また、観光については、松江一畑交通株式会社（一畑観光）で受け付けています。

（電：０８５２－２１－４５００ 担当・村上、三島）（参考コース、料金等は後日連絡）


